
別紙 

会計監査人選定基準 

 

１．選定の手順 

（１）各応募者の定性評価項目を会計監査人選定準備会議の各選定委員が採点。 

（２）各応募者の定量評価項目及び価格点を会計監査人選定準備会議事務局が採点。 

（３）各選定委員及び事務局の採点を合計した結果に基づき、会計監査人選定準備会議に

て審議し、当機構の会計監査人候補者名簿に掲載する候補者の順位を決定。 

 

２．採点項目 

Ａ．定性評価項目 

業務の履行体制 

（１）監査体制の評価 

・ 本部（地区事務所含む。）及び全ての施設を往査するチームの人数、資格、経 

験等の体制 

・ 監査のサポート体制の妥当性 

・ 監事、本部 運営支援部 経理課、本部 内部統制・監査部 監査課との連携体 

制の妥当性 

（２）監査実施要領の評価 

・ 監査日数、期間などスケジュールの妥当性 

・ 監査の具体的実施方法の妥当性 

・ 監査契約に含まれる業務改善等に資するサービスの提案 

Ｂ．定量評価項目 

（１）監査品質管理の評価 

   ・ 直近の日本公認会計士協会による品質管理レビュー結果の概要 

（２）監査実績 

   ・ 独立行政法人に対する法定監査実績 

   ・ 病院を有する組織に対する監査実績 

（３）その他 

・ 過去５年間における監査上の訴訟案件での敗訴及び和解の有無、並びに過去 

５年間における監査法人の金融庁による処分の有無  

・ ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する取組について 

Ｃ．価格点 


